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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年7月20日(2017.7.20)

【公開番号】特開2015-208646(P2015-208646A)
【公開日】平成27年11月24日(2015.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-073
【出願番号】特願2014-94267(P2014-94267)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月5日(2017.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の制御手順に従って、遊技の制御を行う制御手段を備えた遊技機において、
　所定の情報を記憶した記憶手段と、
　その記憶手段の一部であり、前記制御手段が遊技に関する制御を行うためのデータ群を
複数記憶したデータ群記憶領域と、
　そのデータ群記憶領域に記憶されている複数の前記データ群のうち、１の前記データ群
を構成するデータが前記制御手段による所定の制御に用いられるように設定するデータ群
設定手段と、を備え、
　前記データ群記憶領域には、複数の前記データ群を構成するそれぞれのデータが、前記
データ群記憶領域に対応付けられている複数のアドレスに所定の順序で記憶されているも
のであり、
　前記記憶手段は、所定のアドレスに対応付けて規定された規定情報として、複数の前記
データ群のうち特定のデータ群に対応するアドレスの範囲に含まれる第１のアドレスに対
応付けて規定された第１規定情報と、前記特定のデータ群に対応するアドレスの範囲に含
まれる第２のアドレスに対応付けて規定された第２規定情報と、を少なくとも記憶してい
るものであり、
　前記遊技機は、
　前記第１規定情報を用いて特定されたアドレスと、前記第２規定情報を用いて特定され
たアドレスとの差分により１の前記データ群を構成するデータの個数である特定個数を演
算する演算手段を備え、
　前記データ群設定手段は、前記記憶手段に記憶されている前記規定情報と、前記演算手
段により演算された前記特定個数とを用いて、１の前記データ群を構成するデータのうち
前記特定個数のデータが前記所定の制御に用いられるように設定するものであることを特
徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記制御手段を収納することが可能な収納手段を有することを特徴とする請求項１記載
の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機には、複数のデータを制御プログラムに従って設定するものがあ
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、かかる遊技機では、プログラムの設計者がミスしてしまう等によって制
御プログラムに誤った値が規定されてしまうと、遊技機が誤動作してしまう虞があった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記例示した問題点等を解決するためになされたものであり、誤動作を抑制
することができる遊技機を提供することを目的としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、所定の制御手順に従って、遊技の
制御を行う制御手段を備えたものであり、所定の情報を記憶した記憶手段と、その記憶手
段の一部であり、前記制御手段が遊技に関する制御を行うためのデータ群を複数記憶した
データ群記憶領域と、そのデータ群記憶領域に記憶されている複数の前記データ群のうち
、１の前記データ群を構成するデータが前記制御手段による所定の制御に用いられるよう
に設定するデータ群設定手段と、を備え、前記データ群記憶領域には、複数の前記データ
群を構成するそれぞれのデータが、前記データ群記憶領域に対応付けられている複数のア
ドレスに所定の順序で記憶されているものであり、前記記憶手段は、所定のアドレスに対
応付けて規定された規定情報として、複数の前記データ群のうち特定のデータ群に対応す
るアドレスの範囲に含まれる第１のアドレスに対応付けて規定された第１規定情報と、前
記特定のデータ群に対応するアドレスの範囲に含まれる第２のアドレスに対応付けて規定
された第２規定情報と、を少なくとも記憶しているものであり、前記遊技機は、前記第１
規定情報を用いて特定されたアドレスと、前記第２規定情報を用いて特定されたアドレス
との差分により１の前記データ群を構成するデータの個数である特定個数を演算する演算
手段を備え、前記データ群設定手段は、前記記憶手段に記憶されている前記規定情報と、
前記演算手段により演算された前記特定個数とを用いて、１の前記データ群を構成するデ
ータのうち前記特定個数のデータが前記所定の制御に用いられるように設定するものであ
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機において、前記制御手段を収納するこ
とが可能な収納手段を有する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の遊技機によれば、所定の制御手順に従って、遊技の制御を行う制御手段を備え
たものであり、所定の情報を記憶した記憶手段と、その記憶手段の一部であり、前記制御
手段が遊技に関する制御を行うためのデータ群を複数記憶したデータ群記憶領域と、その
データ群記憶領域に記憶されている複数の前記データ群のうち、１の前記データ群を構成
するデータが前記制御手段による所定の制御に用いられるように設定するデータ群設定手
段と、を備え、前記データ群記憶領域には、複数の前記データ群を構成するそれぞれのデ
ータが、前記データ群記憶領域に対応付けられている複数のアドレスに所定の順序で記憶
されているものであり、前記記憶手段は、所定のアドレスに対応付けて規定された規定情
報として、複数の前記データ群のうち特定のデータ群に対応するアドレスの範囲に含まれ
る第１のアドレスに対応付けて規定された第１規定情報と、前記特定のデータ群に対応す
るアドレスの範囲に含まれる第２のアドレスに対応付けて規定された第２規定情報と、を
少なくとも記憶しているものであり、前記遊技機は、前記第１規定情報を用いて特定され
たアドレスと、前記第２規定情報を用いて特定されたアドレスとの差分により１の前記デ
ータ群を構成するデータの個数である特定個数を演算する演算手段を備え、前記データ群
設定手段は、前記記憶手段に記憶されている前記規定情報と、前記演算手段により演算さ
れた前記特定個数とを用いて、１の前記データ群を構成するデータのうち前記特定個数の
データが前記所定の制御に用いられるように設定するものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　これにより、遊技機の誤動作を抑制することができるという効果がある。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０８９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０８９３】
１０　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
１１０　　　　　　　　主制御装置（制御手段）
２０２　　　　　　　　ＲＯＭ（記憶手段、データ群記憶領域）
２０２ｈ　　　　　　　データ群記憶領域の一部
Ｓ６１１　　　　　　　第１選択手段
Ｓ６１２　　　　　　　特定情報判別手段
Ｓ６１３　　　　　　　変換手段
Ｓ６１５　　　　　　　第２選択手段、第３選択手段
Ｓ１４０３　　　　　　演算手段
Ｓ１４０４　　　　　　データ群設定手段
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